
酪農とちぎ農業協同組合　2006. 9.20●1

　

九
月
に
入
り
、
朝
晩
は
過
し

易
く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
日

中
の
気
温
は
高
く
暑
さ
が
残
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
秋
の
七

草
が
山
々
か
ら
咲
き
始
め
、
ス

ス
キ
が
風
に
な
び
き
秋
の
風
情

が
漂
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
の
サ
イ
レ
ー
ジ
と
デ
ン

ト
コ
ー
ン
の
作
柄
は
、
天
候
不

順
と
梅
雨
明
け
の
遅
れ
に
よ
る

影
響
で
や
や
不
良
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
長
雨
に
よ
る
多
湿

と
酷
暑
に
よ
り
牛
達
に
も
疲
労

が
蓄
積
し
て
い
ま
す
の
で
、
補

助
飼
料
等
を
併
用
し
牛
体
の
回

復
に
努
め
て
下
さ
い
。

　

秋
の
農
繁
期
が
訪
れ
、
忙
し

く
も
実
り
あ
る
時
期
を
迎
え
て

い
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
安
全

作
業
を
心
掛
け
怪
我
等
の
な
い

よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。
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向
け
処
理
量
は
当
初
見
通
し
の
一
・
六

％
増
か
ら
〇
・
一
％
減
へ
と
ほ
ぼ
前
年

並
み
に
落
ち
着
く
見
通
し
と
さ
れ
、「
不

需
要
期
の
減
産
を
更
に
強
め
る
」
と
い

う
懸
念
が
和
ら
ぎ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
よ
り
消
費
拡
大
運
動

を
さ
ら
に
強
化
し
、
消
費
者
の
開
拓
・

消
費
量
拡
大
を
関
係
機
関
の
協
力
を
得

な
が
ら
進
め
て
お
り
ま
す
。
こ
の
運
動

を
継
続
的
に
進
め
、
牛
乳
の
素
晴
ら
し

さ
・
安
全
性
を
今
以
上
に
ア
ピ
ー
ル
し

需
要
の
回
復
を
図
り
、
生
産
意
欲
の
減

退
に
歯
止
め
を
掛
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

（
お
知
ら
せ
）

　

組
合
独
自
の
特
別
対
策
と
し
て
、
平

成
十
七
年
度
生
乳
出
荷
実
績
が
十
万
㎏

以
上
の
組
合
員
を
対
象
に
、
平
成
十
八

年
十
月
一
日
か
ら
実
施
す
る
予
定
で
し

た
『
全
乳
哺
育
用
生
乳
の
分
配
』
は
、

開
始
月
を
遅
ら
せ
て
実
施
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

尚
、
延
期
期
間
に
つ
い
て
は
需
給
状

況
を
判
断
し
開
始
月
が
決
定
次
第
あ
ら

た
め
て
ご
連
絡
致
し
ま
す
の
で
、
ご
理

解
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
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年
比
）
九
七
・
九
％
、
五
月
（
前
年
比
）

九
五
・
〇
％
、
六
月
（
前
年
比
）
九
五

・
五
％
、
七
月
（
前
年
比
）
九
六
・
一

％
と
本
年
度
に
入
っ
て
か
ら
も
回
復
の

兆
し
が
見
え
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
四
月
下
旬
か
ら
五
月
初
め
に

か
け
て
、
各
乳
業
へ
の
配
乳
計
画
以
上

の
乳
量
が
発
生
し
た
た
め
、
指
定
団
体

の
委
託
加
工
処
理
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

乳
価
へ
大
き
く
影
響
し
ま
し
た
。

　

本
組
合
の
四
〜
五
月
に
お
け
る
生
産

量
は
、
関
東
で
一
番
の
生
産
増
傾
向
に

あ
り
四
月
の
出
荷
乳
量
は
組
合
間
移
動

考
慮
済
み
の
乳
量
で
、
前
年
比
一
〇
四

・
九
％
（
関
東
よ
り
＋
四
・
二
ポ
イ
ン

ト
）
五
月
は
一
〇
五
・
六
％
（
関
東
よ

り
＋
五
ポ
イ
ン
ト
）
と
ピ
ー
ク
を
迎
え
、

四
〜
五
月
の
累
計
で
は
一
〇
五
・
二
％

（
関
東
よ
り
＋
四
・
六
ポ
イ
ン
ト
）
で

推
移
し
ま
し
た
。

　

六
月
よ
り
皆
様
方
の
ご
協
力
を
頂
き

減
産
型
の
計
画
生
産
に
取
り
組
ん
だ
結

果
、六
月
は
前
年
比
一
〇
一
・
一
％（
関

東
よ
り
＋
二
ポ
イ
ン
ト
）、七
月
前
年
比

九
九
・
〇
％
（
関
東
よ
り
＋
一
・
三
ポ

イ
ン
ト
）、
四
〜
七
月
累
計
で
は
、
前
年

比
一
〇
二
・
七
％
（
関
東
よ
り
＋
三
・

二
ポ
イ
ン
ト
）
で
推
移
し
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
日
本
酪
農
乳
業
協
会
（
Ｊ
ミ

ル
ク
）
は
、
一
月
に
実
施
し
た
「
乳
お

よ
び
牛
乳
乳
製
品
の
需
給
見
通
し
」
を

七
月
十
八
日
修
正
公
表
し
ま
し
た
が
、

第
2
四
半
期
（
四
〜
九
月
）
迄
の
牛
乳

需
要
量
は
一
月
時
点
で
の
見
通
し
よ
り

減
少
幅
を
一
・
〇
ポ
イ
ン
ト
拡
大
し
、

三
・
二
％
減
、
牛
乳
等
向
け
生
乳
処
理

量
も
、
当
初
見
通
し
の
一
・
七
％
減
か

ら
二
・
八
％
減
と
減
少
幅
は
一
・
一
拡

大
す
る
見
通
し
に
そ
れ
ぞ
れ
下
方
修
正

さ
れ
ま
し
た
。
生
乳
生
産
量
は
、
前
年

比
九
九
・
六
％
か
ら
一
・
三
ポ
イ
ン
ト

下
回
る
九
八
・
三
％
の
生
産
見
通
し
に

修
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

牛
乳
等
向
け
処
理
量
の
見
通
し
は
、

一
・
一
ポ
イ
ン
ト
下
方
修
正
さ
れ
た
も

の
の
、
生
乳
生
産
量
も
一
・
三
ポ
イ
ン

ト
下
方
修
正
さ
れ
た
事
か
ら
、
乳
製
品

　

関
東
の
生
乳
生
産
及
び
販
売
に
つ
き

ま
し
て
は
、
関
東
生
乳
販
連
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

に
て
定
期
的
に
報
告
さ
せ
て
頂
い
て
お

り
ま
す
が
、
動
向
に
つ
い
て
は
次
の
通

り
と
な
り
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
致
し
ま

す
。

　

平
成
十
八
年
度
に
入
り
関
東
に
お
い

て
は
生
乳
販
売
実
績
が
四
月（
前
年
比
）

一
〇
〇
・
七
％
、
五
月
（
前
年
比
）
一

〇
〇
・
六
％
と
前
年
を
上
回
っ
て
お
り

ま
し
た
が
、
五
月
下
旬
に
な
り
減
産
型

の
生
乳
計
画
生
産
が
正
式
に
打
ち
出
さ

れ
た
た
め
六
月
（
前
年
比
）
は
九
九
・

一
％
、
七
月
（
前
年
比
）
に
お
い
て
は

九
七
・
七
％
と
な
り
、
四
月
〜
七
月
の

累
計
で
は
九
九
・
五
％
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
全
国
の
販
売
実
績
は
四
月
〜
七

月
の
累
計
で
前
年
比
九
八
・
七
％
と
な

り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
生
産
（
販
売
）
状
況
の

中
、関
東
の
飲
用
向
け
販
売
は
四
月（
前
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先
の
総
代
会
で
可
決
承
認
を
得
ま
し

た
、
県
酪
連
の
権
利
義
務
承
継
に
係
わ

る
事
務
引
継
ぎ
等
が
完
了
し
、
県
酪
連

の
事
業
が
十
月
一
日
よ
り
本
組
合
に
移

管
し
ス
タ
ー
ト
致
し
ま
す
。
県
酪
連
の

承
継
に
つ
い
て
は
、
支
所
別
説
明
会
・

総
代
会
に
て
ご
説
明
致
し
ま
し
た
が
、

本
誌
に
て
再
度
ご
報
告
致
し
ま
す
。

　

県
酪
連
か
ら
承
継
す
る
主
な
事
業
は
、

栃
木
県
各
組
合
の
各
種
補
助
金
受
付
・

交
付
、
凍
結
精
液
販
売
事
業
、
ヘ
ル
パ

ー
基
金
、
改
良
事
業
（
登
録
・
牛
群
検

定
事
業
等
）
な
ど
と
な
り
ま
す
。

前
田
組
合
長
は
、
七
月
の
全
酪
連
会
報

に
お
い
て
「
今
般
、
栃
木
県
酪
連
の
権

利
義
務
を
当
組
合
が
包
括
承
継
し
事
業

を
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
が
、
栃
木

県
も
ま
だ
道
半
ば
で
あ
る
。
五
年
前
に

六
組
合
が
合
併
し
て
で
き
た
当
組
合
が

こ
れ
だ
け
の
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で

き
た
の
だ
か
ら
、
全
県
が
ま
と
ま
れ
ば

も
っ
と
合
併
効
果
は
上
が
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。」
と
コ
メ
ン
ト
し
、
県
酪
連

の
承
継
に
伴
い
、
本
組
合
の
更
な
る
合

理
化
と
充
実
・
組
合
員
の
利
便
性
の
向

上
・
将
来
の
県
統
一
に
向
け
て
の
期
待

を
述
べ
ま
し
た
。

　

本
組
合
で
は
承
継
の
決
定
に
基
づ
き
、

栃
木
県
及
び
中
央
会
に
助
言
・
指
導
を

頂
き
な
が
ら
、
引
継
ぎ
す
る
事
業
の
詳

細
に
つ
い
て
県
酪
連
と
の
協
議
を
重
ね

ま
し
た
。
組
合
で
は
、
適
切
な
引
継
ぎ

が
出
来
る
よ
う
機
構
改
革
を
行
い
、
新

た
に
「
酪
農
部
改
良
課
」（
本
所
）
を
新

設
し
ま
す
。
改
良
課
は
、
主
に
凍
結
精

液
事
業
・
検
定
事
業
・
登
録
関
係
等
を

担
当
し
事
業
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
畜

産
リ
ー
ス
事
業
・
ヘ
ル
パ
ー
事
業
等
は

酪
農
部
指
導
課
で
担
当
し
ま
す
。
酪
農

ヘ
ル
パ
ー
基
金
に
つ
い
て
は
、
総
務
部

で
管
理
運
営
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
承
継
に
よ
り
、
本
組
合
は
酪
農

組
合
と
し
て
よ
り
充
実
し
、
組
合
員
の

期
待
に
応
え
る
よ
う
更
な
る
合
理
化
を

進
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
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十
月
一
日
よ
り
県
酪
連

の
権
利
義
務
が
一
括
承

継
さ
れ
新
た
に
ス 
タ 
ー 
ト

　

九
月
八
日
に
栃
木
県
霧
降
高
原
牧
場

に
て
生
乳
生
産
管
理
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト

指
導
者
検
証
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
中
央
酪
農
会
議
よ
り
野
上
大
作

さ
ん
、
関
東
生
乳
販
連
よ
り
三
代
絵
里

さ
ん
を
お
招
き
し
、
当
組
合
よ
り
菊
池

副
組
合
長
、
齊
藤
顧
問
を
始
め
職
員
二

十
五
名
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

開
会
に
は
菊
池
副
組
合
長
よ
り
こ
の

研
修
を
受
け
る
に
あ
た
っ
て
の
心
構
え
、

職
員
の
教
育
、
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
交
え

た
挨
拶
を
頂
き
、
気
を
引
き
締
め
て
の

研
修
開
始
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
初
に
関
東
生
乳
販
連
の
三
代
さ
ん

よ
り
関
東
生
乳
販
連
の
活
動
状
況
に
つ

い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
飲
料
市
場

の
競
争
激
化
に
対
し
、
安
全
安
心
を
訴

え
消
費
拡
大
を
行
っ
て
い
る
と
の
こ
と

で
し
た
。

　

次
に
中
酪
の
野
上
さ
ん
よ
り
生
乳
生

産
管
理
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
な
点
に

注
意
し
て
検
証
を
行
う
の
か
、
検
証
ポ

イ
ン
ト
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
は
意
見
を
聞
い
て
改

善
し
て
い
き
た
い
と
の
意
向
で
、
活
発

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

研
修
後
は
懇
親
会
を
行
い
、
普
段
遠

隔
事
業
所
で
な
か
な
か
顔
を
合
わ
せ
な

い
職
員
同
士
の
良
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
な
り
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
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生
乳
生
産
管
理

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト

指
導
者
検
証
研
修
会
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那
須
高
原
支
所

　

「
第
五
回
野
外
パ
ー
テ
ィ
ー
」

　

八
月
九
日
に
那
須
高
原
支
所
活
動
推

進
協
議
会
（
渡
辺
信
一
会
長
）
主
催
に

よ
る
、
第
五
回
野
外
パ
ー
テ
ィ
ー
が
那

須
町
共
同
利
用
模
範
牧
場
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

台
風
が
関
東
地
方
に
接
近
し
当
日
の

天
候
も
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
参
加
戸

数
二
〇
九
戸
・
参
加
者
数
四
九
五
名
で

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

開
会
に
先
立
ち
、
伊
藤
協
議
会
副
会

長
及
び
菊
池
副
組
合
長
が
挨
拶
を
行
い
、

組
合
・
酪
農
情
勢
等
に
つ
い
て
報
告
し

ま
し
た
。
続
い
て
「
那
須
だ
い
す
き
牛

乳
」
に
よ
る
乾

杯
に
よ
り
、
野

外
パ
ー
テ
ィ
ー

が
始
ま
り
ま
し

た
。
牧
場
の
草

地
で
支
部
ご
と

に
設
け
ら
れ
た

テ
ン
ト
の
中
で

は
、
焼
肉
を
囲

ん
で
家
族
や
地

域
の
仲
間
と
の

懇
親
を
深
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
職
員
に
よ
る
シ
ョ
ー
や
関
係

団
体
の
ご
協
力
に
よ
る
「
お
楽
し
み
抽

選
会
」
が
行
わ
れ
盛
会
の
内
に
閉
会
し

ま
し
た
。

　

宇
都
宮
支
所

　

後
継
者
の
海
外
研
修
に
つ
い
て

　

高
根
沢
町
の
加
藤
功
さ
ん
の
二
女
睦

美
さ
ん
（
白
楊
高
一
年
）
が
県
学
校
農

業
ク
ラ
ブ
連
盟
主
催
の
海
外
派
遣
農
業

研
修
制
度
に
県
内
農
高
生
十
五
名
の
一

員
と
し
て
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
へ
七
月

十
日
よ
り
十
九
日
間
の
日
程
で
研
修
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

二
週
間
は
酪
農
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
と
し

て
実
習
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

報
告
書
ア
イ
ラ
ブ
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
「
新
し
い
家
族
と
過
ご
し
た
日
々
」

の
な
か
で
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら

れ
ま
し
た
の
で
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

出
発
に
当
た
り
、
小
さ
い
頃
よ
り
夢

に
頂
い
て
い
た
憧
れ
の
地
だ
っ
た
の
で

す
が
、
期

待
と
不
安

が
い
っ
ぱ

い
で
し
た
。

し
か
し
な

が
ら
、
日

本
か
ら
持

参
し
た
お

土
産
に
喜
ば
れ
、
話
を
重
ね
て
い
く
う

ち
に
、
い
つ
の
間
に
か
家
族
と
心
が
溶

け
込
み
毎
日
が
と
て
も
楽
し
く
な
り
ま

し
た
。

　

期
間
中
は
朝
六
時
起
床
、
六
時
半
よ

り
八
十
頭
の
搾
乳
・
哺
乳
、
八
時
よ
り

朝
食
、
再
び
十
時
よ
り
広
い
圃
場
に
出

て
ア
ボ
ガ
ド
の
ネ
ッ
ト
外
し
・
キ
ウ
イ

の
定
植
準
備
と
筋
肉
痛
を
感
じ
る
く
ら

い
動
き
回
っ
て
、
午
後
四
時
か
ら
搾
乳
、

毎
日
こ
の
繰
り
返
し
で
す
。

　

疲
れ
は
し
た
も
の
の
、
一
つ
一
つ
の

作
業
が
出
来
た
こ
と
の
喜
び
、
作
業
を

任
さ
れ
た
こ
と
へ
の
充
足
感
に
毎
日
が

と
て
も
楽
し
く
二
週
間
が
あ
っ
と
い
う

間
で
し
た
。
二
週
間
は
長
い
と
思
っ
て

い
ま
し
た
が
、
終
わ
っ
て
し
ま
う
と
何

か
物
寂
し
く
、
家
族
の
方
々
と
の
別
れ

は
と
て
も
辛
か
っ
た
で
す
。

　

以
上
が
報
告
書
の
内
容
で
し
た
が
、

こ
の
貴
重
な
体
験
で
、
彼
女
自
身
が
自

信
を
も
っ
て
帰
国
し
た
も
の
と
確
信
し

て
お
り
ま
す
。

　

栃
木
県
南
支
所

　

県
産
牛
乳
飲
ん
で
元
気
に�

　

Ｊ
Ａ
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
へ
牛
乳
提
供

　

芳
賀
地
域
酪
農
組
合
（
上
野
清
組
合

長
）
は
、
平
成
十
八
年
度
事
業
と
し
て

Ｊ
Ａ
は
が
野
の
全
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
施
設

に
毎
週
「
那
須
だ
い
す
き
牛
乳
」
一
㍑

一
〇
八
本
を
八
月
か
ら
四
ヶ
月
間
無
料

で
提
供
す
る
事
を
決
定
し
、
八
月
九
日

（
水
）よ
り
開
始
致
し
ま
し
た
。
同
酪
農

組
合
は
、
毎
年
、
先
進
地
視
察
・
研
修

会
等
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
年

度
は
牛
乳
消
費
拡
大
Ｐ
Ｒ
を
行
う
こ
と

が
七
月
六
日
の
役
員
会
に
於
い
て
決
定

さ
れ
ま
し
た
。
役
員
会
後
、
Ｊ
Ａ
は
が

野
生
活
福
祉
部
の
鶴
見
部
長
に
伺
い
ま

し
た
と
こ
ろ
、「
大
変
あ
り
が
た
い
事
、

Ｊ
Ａ
と
し
て
も
消
費
拡
大
に
少
し
で
も

お
役
に
立
て
れ
ば
」
と
快
諾
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
七
月
下
旬
に
は
総
合
食

材
セ
ン
タ
ー
よ
り
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
「
す
こ
や
か
」
全
六
施
設
（
現
在

百
四
十
名
利
用
）
に
配
送
し
て
い
た
だ

く
事
が
決
ま
り
、
八
月
九
日
か
ら
開
始

と
な
っ
た
次
第
で
す
。
折
し
も
八
月
九

日
の
日
本
農
業
新
聞（
と
ち
ぎ
）に
は
、

デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
す
こ
や
か
大
内
の
、
菊

井
セ
ン
タ
ー
長
の
「
い
ろ
い
ろ
工
夫
し

て
、
お
年
寄
り
の
方
々
に
飲
ん
で
ほ
し

い
。
骨
が
強
く
な
っ
て
元
気
に
長
生
き

し
て
も
ら
い
た
い
」
と
の
言
葉
と
と
も

に
Ｊ
Ａ
は
が
野
よ
り
大
き
く
紹
介
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

�

�

�

�
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「那須だいすき牛乳」
を手にする大根田所
長（左）と菊井センタ
ー長（右）
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現
在
の
牛
乳
市
場
を
鑑
み
、
生
産
者
を
は
じ
め
役
職
員
が

一
体
と
な
り
、
牛
乳
普
及
P
Ｒ
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
Ｐ
Ｒ

と
し
て
は
県
内
イ
ベ
ン
ト
を
中
心
に「
那
須
だ
い
す
き
牛
乳
」

の
試
飲
や
手
作
り
バ
タ
ー
体
験
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
牛
乳

普
及
関
連
資
料
の
配
布
を
行
っ
た
ほ
か
、
メ
デ
ィ
ア
で
の
Ｐ

Ｒ
を
実
施
す
る
な
ど
、
牛
乳
・
乳
製
品
へ
の
理
解
促
進
に
努

め
て
お
り
ま
す
。

　
�
継
続
は
力
な
り�
今
後
も
普
及
活
動
を
通
し
て
更
な
る

販
売
促
進
を
し
て
参
り
ま
す
。

（八角部屋へ牛乳提供）
粕谷理事から北勝力関へ

（ＣＲＴ栃木放送生放送）
前田組合長が牛乳の必要性をＰＲ

（栃木県畜産試験場ふれ愛デー）
牛柄コップでの手作りバター体験

（アグリフードＥＸＰＯ 2006）
東京ビックサイトで関東甲信越に向けアピール

（なかがわ水遊園でのＰＲ）
生産者による試飲ＰＲ

下野新聞に二種類の広告を掲載
　　　　

（与一まつり）
職員労働組合が試飲・アンケートを実施

（那須高原ベコまつり）
生産者による試飲ＰＲ

八月の主なＰＲ活動
１．イベント出展ＰＲ

開催地イ　ベ　ン　ト　名期　日

大田原市与一まつり５日

那 須 町那須高原ベコまつり６日

東 京 都アグリフード　ＥＸＰＯ　2006８日～９日

芳 賀 町栃木県畜産試験場ふれ愛デー19日

大田原市なかがわ水遊園でのＰＲ27日

２．メディア等によるＰＲ
備　　考内　　　　　　　容期　日

Ｈ19.1月末ま
で

下野新聞ＰＲ広告掲載開始（２種類）１日～

北勝力関へ下野新聞記事掲載（八角部屋牛乳提供）16日

前田組合長ＣＲＴ栃木放送生出演（こんにちワイド）23日

ＰＲ状況につい
て

農畜産業振興機構情報誌掲載（畜産の情報）25日
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て
い
る
こ
と
も
あ
り
前
年
を
下
回
り
ま

し
た
。
飲
用
牛
乳
向
け
は
三
・
九
％
の

減
と
飲
用
需
要
の
低
迷
が
依
然
と
続
い

て
お
り
ま
す
。

　

全
国
の
生
乳
生
産
量
に
お
い
て
も
七

月
度
（
前
年
比
）
九
六
・
九
％
、
累
計

で
は
九
八
・
七
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

組
合
に
お
け
る
七
月
度
乳
質
成
績
は
、

脂
肪
率
が
前
年
を
上
回
る
三
・
八
二
％
、

無
脂
固
形
分
率
は
前
年
同
様
の
八
・
七

一
％
と
な
り
ま
し
た
。
細
胞
数
に
つ
い

て
は
前
年
を
下
回
る
二
〇
・
八
万
（
前

年
二
四
・
六
万
）
の
好
成
績
と
な
り
ま

し
た
。

　

七
月
迄
の
乳
量
及
び
乳
質
成
績
は
下

記
の
と
お
り
で
す
。

酪
農
部

ヨ
ー
ネ
病
の
対
策

　

家
畜
伝
染
病
予
防
法
は
、
家
畜
伝
染

病
（
い
わ
ゆ
る
法
定
伝
染
病
）
と
届
出

伝
染
病
に
位
置
づ
け
、
各
々
に
届
出
を

義
務
づ
け
て
い
ま
す
。
別
表
に
伝
染
病

名
を
記
載
し
ま
し
た
。

生
乳
販
売
課

生
乳
生
産
量
七
月
度
前
年
比
九
八
・
六
％
、

八
月
度
前
年
比
九
九
・
五
％
（
速
報
値
）

　

七
月
度
の
生
乳
生
産
量
は
、
一
八
、

四
五
〇
ト
ン
（
前
年
比
九
八
・
六
％
）、

八
月
度
に
お
い
て
は
、
一
八
、
一
〇
九

ト
ン
（
前
年
比
九
九
・
五
％
、
速
報
値
）

の
生
乳
生
産
量
と
な
り
ま
し
た
。

　

七
月
度
の
支
所
別
生
乳
生
産
量
を
み

る
と
、
那
須
高
原
支
所
に
お
い
て
は
前

年
比
九
九
・
一
％
、
宇
都
宮
支
所
九
八

・
五
％
、
県
南
支
所
九
七
・
六
％
の
実

績
と
な
り
ま
し
た
。（
組
合
の
前
年
比
は

移
動
組
合
員
の
数
量
を
考
慮
し
た
比

率
）

　

七
月
度
、
関
東
に
お
い
て
は
前
年
比

九
七
・
七
％
で
累
計
で
は
九
九
・
五
％

と
な
り
ま
し
た
。

　

関
東
の
七
月
の
特
定
乳
製
品
向
け
に

つ
い
て
は
六
・
四
五
％
（
前
年
七
・
八

九
％
）
と
減
産
型
計
画
生
産
を
実
施
し

�
�
�
���

� ����������������������������������������������������������������������������������������������������

�　乳量の推移

�　無脂乳固形分率の推移

�　脂肪率の推移

�　体細胞数の推移
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〔単位：頭，千円（税込）〕

551　
 以上

501　
 ～550

451　
 ～500

401　
 ～450

351　
 ～400

～
350

平均
価格

成立
頭数

開催日市場名

12728216408658月 4日苫 小 牧

21510179314002288月23日釧　　路

3812318615258304615878月23日十　　勝

25837183183554094918月24日根　　室

43913692424053138月25日豊　　富

253964151943823558月30日北　　見

721383236645842584182,039合　　計

59361353865095033891,628前　　月

135600706328114184851,901前年同月

８月ホクレン初妊牛市場成績
〔単位：円（税込）〕平成18年８月

平　 均最　 低最　 高平均体重成立頭数種　 別市場名

３７,０１１１,０５０８１,９５０－１５４ホルス雄

三
十
日

西
那
須
野

１６０,６９０５６,７００２０４,７５０－１０４Ｆ１雄

１１０,４２０２３,１００１４０,７００－６８Ｆ１雌

３９,１２５１,０００５８,０００７１８ホルス雄
二
十
七
日

館　

林
１７０,２１４８１,０００２６２,０００８５２８Ｆ１雄

１２０,９１７４１,０００１６８,０００８４２４Ｆ１雌

� ����������������������������������������������������������������������������������������������������

家 畜 市 場 成 績

� ����������������������������������������������������������������������������������������������������

　

ヨ
ー
ネ
病
は
ヨ
ー
ネ
菌
に
よ
る
牛
の

法
定
伝
染
病
で
、
経
口
感
染
に
よ
り
起

こ
る
慢
性
消
化
器
感
染
症
で
す
。

　

潜
伏
期
間
が
一
〜
八
年
と
長
く
、

六
ヶ
月
齢
以
下
の
幼
齢
牛
に
感
染
し
や

す
い
の
が
特
徴
で
、
菌
の
細
胞
壁
が
強

固
で
薬
剤
の
効
果
が
な
く
、
本
来
殺
菌

作
用
の
あ
る
貧
食
細
胞
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー

ジ
に
長
期
間
潜
在
し
、
妊
娠
・
分
娩
等

の
ス
ト
レ
ス
が
要
因
で
低
鉄
血
と
な
っ

た
時
に
発
症
し
ま
す
。
検
査
方
法
に
は

エ
ラ
イ
ザ
ー
検
査
、
糞
便
培
養
検
査
、

ヨ
ー
ニ
ン
皮
内
反
応
が
あ
り
ま
す
。
ヨ

ー
ニ
ン
検
査
は
感
染
初
期
に
反
応
し
、

エ
ラ
イ
ザ
ー
検
査
は
排
菌
量
が
多
く

な
っ
て
か
ら
反
応
し
ま
す
。
こ
の
間
、

不
顕
性
感
染
牛
は
排
菌
し
続
け
、
糞
便

培
養
検
査
は
判
定
に
約
五
ヶ
月
を
要
し

ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
清
浄
化
す
る
に

は
複
数
の
検
査
法
を
併
用
し
て
、
複
数

回
実
施
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

予
防
対
策
は
、
四
年
に
一
回
の
家
畜

保
健
衛
生
所
が
実
施
す
る
ブ
ル
セ
ラ
・

結
核
・
ヨ
ー
ネ
病
検
査
で
陰
性
を
確
認

し
、
牛
の
導
入
は
、「
陰
性
証
明
書
」
が

添
付
さ
れ
て
い
る
も
の
を
導
入
し
て
着

地
検
査
を
必
ず
行
い
、
消
毒
槽
を
設
置

し
て
、
年
一
回
定
期
的
に
牛
舎
消
毒
を

し
て
牛
床
・
柱
・
壁
等
に
消
石
灰
乳
を

塗
布
す
る
な
ど
予
防
し
ま
す
。
ま
た
、

敷
料
は
新
鮮
な
も
の
、
ま
た
は
完
熟
堆

肥
を
利
用
し
、
消
石
灰
を
混
ぜ
て
使
用

し
ま
す
。
発
生
し
た
場
合
は
、
法
の
定

め
る
家
畜
伝
染
病
な
の
で
、
家
畜
保
健

衛
生
所
の
指
示
に
従
っ
て
、
検
査
・
畜

舎
内
外
の
消
毒
・
糞
尿
処
理
・
殺
処
分

等
を
積
極
的
に
実
施
し
、
徹
底
し
た
清

浄
化
に
努
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ま
た
、
自
主
的
に
行
な
え
る
こ
と
は
、

複
数
の
検
査
を
複
数
回
実
施
し
て
、
三

年
間
を
目
標
に
清
浄
化
に
努
め
ま
す
。

常
に
、
牛
舎
消
毒
、
人
工
初
乳
の
給
与
、

同
居
牛
の
移
動
自
粛
、
敷
料
へ
の
消
石

灰
混
合
、
完
熟
堆
肥
の
敷
料
利
用
等
を

励
行
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

診
療
課

　

次
回
は「
牛
白
血
病
」を
記
載
し
ま
す
。

� ����������������������������������������������������������������������������������������������������

牛　の　伝　染　病（監視伝染病）
届　出　伝　染　病家　畜　伝　染　病

ブルータング
悪性カタル熱
アカバネ病
チュウザン病
牛ウィルス性下痢・粘膜病
牛伝染性鼻気管炎
アイノウィルス感染症
イバラキ病
牛流行熱
破傷風
気腫疽

ランピースキン病
牛丘疹性口炎
類鼻疽
トリコモナス病
牛白血病
牛カンピロバクター症
トリパノソーマ病
ネオスポラ症
牛バエ幼虫症
レプトスピラ症
サルモネラ症

結核病
ヨーネ病
ピロプラズマ病
アナプラズマ病

牛疫
牛肺疫
口蹄疫
狂犬病
水胞性口炎
リフトバレー熱
出血性敗血症
伝染性海綿状脳炎
流行脳炎
炭疽
ブルセラ病
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七
月
度
理
事
会

報
告
事
項

　

�一
 
　

資
金
貸
付
に
つ
い
て

　

�二
 
　

六
月
実
施
動
態
調
査
の
結
果
報

告
に
つ
い
て

　

�三
 
　

ふ
れ
あ
い
牧
場
土
地
契
約
に
つ
い
て

　

�四
 
　

遊
休
資
産
の
活
用
報
告

協
議
事
項

　

�一
 
　

六
月
度
及
び
第
一
四
半
期
事
業

実
績
に
つ
い
て

　

�二
 
　

畜
産
担
い
手
育
成
総
合
整
備
事

業
に
つ
い
て

　

�三
 
　

栃
木
県
統
一
支
払
乳
価
に
つ
い
て

　

�四
 
　

専
門
委
員
会
の
委
員
構
成
に
つ

い
て

　

�五
 
　

宇
都
宮
支
所
及
び
烏
山
事
業
所

の
合
理
化
に
つ
い
て

　

�六
 
　

栃
木
県
南
支
所
基
本
設
計
に
つ

い
て

　

�七
 
　

栃
木
県
南
支
所
土
地
取
得
契
約

に
つ
い
て

　

�八
 
　

電
算
機
等
更
新
に
つ
い
て

八
月
度
理
事
会

報
告
事
項

　

�一
 
　

資
金
貸
付
に
つ
い
て

��
��
��
��
��
��

　

�二
 
　

八
月
分
生
産
者
支
払
乳
価
に
つ
い
て

　

�三
 
　

資
本
造
成
に
つ
い
て

　

�四
 
　

従
た
る
事
務
所
廃
止
に
つ
い
て

　

�五
 
　

栃
木
県
南
支
所
建
設
用
地
土
地

取
得
に
つ
い
て

　

�六
 
　

債
権
者
に
対
す
る
公
告
の
完
了

報
告
に
つ
い
て

協
議
事
項

　

�一
 
　

七
月
度
事
業
実
績
に
つ
い
て

　

�二
 
　

機
構
改
革
に
つ
い
て

　

�三
 
　

規
程
の
設
定
及
び
一
部
改
定
に

つ
い
て

女
性
会
活
動
報
告

平
成
十
八
年
度
女
性
会
統
一
テ
ー
マ

『
牛
乳
を
知
ろ
う
・
広
め
よ
う
』

『
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の
記
録
・
保
管
を

徹
底
し
よ
う
』

　

女
性
会
の
一
員
と
し
、
少
し
で
も
牛

乳
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
、
自
ら
も

消
費
の
拡
大
を
進
め
て
行
く
こ
と
を
目

標
に
、
会
議
や
友
人
と
の
集
ま
り
な
ど

に
牛
乳
を
使
っ
た
料
理
を
持
参
し
、
微

力
な
が
ら
消
費
拡
大
に
努
め
て
お
り
ま

す
。
今
回
は
三
点
の
デ
ザ
ー
ト
レ
シ
ピ

を
ご
紹
介
さ
せ
て
戴
き
ま
す
の
で
、
ご

参
考
下
さ
い
。

○
牛
乳
よ
う
か
ん

材
料　

牛
乳（　

㏄
）さ
と
う　
（　

ｇ
）

���

２０

ア
ガ
ー（　

ｇ
）

２０

　

牛
乳
を
鍋
に
入
れ
膜
が
張
り
プ
ツ
プ

ツ
に
な
っ
た
ら
火
を
止
め
、さ
と
う
と

ア
ガ
ー
を
合
わ
せ
た
も
の
を
鍋
に
入
れ

混
ぜ
な
が
ら
溶
か
し
ま
す
。と
ろ
み
が

出
た
ら
型
に
流
し
冷
や
せ
ば
完
成
で
す
。

○
ミ
ル
ク
く
ず
も
ち

材
料　

牛
乳（　

㏄
）片
栗
粉（　

ｇ
）さ

���

���

と
う（　

ｇ
）き
な
こ（
適
量
）

８０

　

牛
乳
・
片
栗
粉
・
さ
と
う
を
鍋
に
入
れ
、

よ
く
溶
か
し
ま
す
。
次
に
火
を
入
れ
焦

さ
な
い
よ
う
に
か
き
混
ぜ
、
餅
の
よ
う

な
固
状
に
な
っ
た
ら
火
を
止
め
、冷
ま

し
て
か
ら
一
口
サ
イ
ズ
に
丸
め
て
き
な

粉
を
塗
せ
ば
完
成
で
す
。

○
三
色
ゼ
リ
ー

材
料　

一
段
目（
ほ
う
れ
ん
草
色
）ほ
う

れ
ん
草（　

ｇ
）牛
乳（　

㏄
）さ
と
う

���

���

（　

ｇ
）ア
ガ
ー（　

ｇ
）バ
ニ
ラ
エ
ッ
セ

２０

２０

ン
ス（
少
々
）　

二
段
目（
牛
乳
色
）牛
乳

（　

㏄
）さ
と
う（　

ｇ
）ア
ガ
ー（　

ｇ
）

���

２０

２０

　

三
段
目

（
人
参
色
）

人
参（　
���

ｇ
）牛
乳

（　

㏄
）さ

���と
う（　
２０

ｇ
）ア
ガ

ー（　

ｇ
）

２０
バ
ニ
ラ

エ
ッ
セ
ン

ス（
少
々
）

　

一
段
目　

ほ
う
れ
ん
草
、
牛
乳
を
ミ

キ
サ
ー
に
か
け
て
か
ら
鍋
で
加
熱
し
、

沸
騰
し
て
か
ら
さ
と
う
、ア
ガ
ー
、バ
ニ

ラ
エ
ッ
セ
ン
ス（
少
々
）を
合
わ
せ
た
も

の
を
鍋
に
入
れ
よ
く
混
ぜ
て
か
ら
バ
ッ

ト
に
流
し
ま
す
。
二
段
目　

牛
乳
よ
う

か
ん
と
同
じ
作
り
方
で
バ
ッ
ト
に
流
し

ま
す
。
三
段
目　

一
段
目
の
作
り
方
で

ほ
う
れ
ん
草
の
代
わ
り
に
人
参
を
使
っ

て
同
様
に
作
り
ま
す
。（
前
の
段
が
固

ま
っ
て
か
ら
、
次
の
段
を
作
り
ま
す
。）

　

女
性
会
那
須
南
支
部　

森　

和
子

�
�
�
�

酪
農
と
ち
ぎ
職
員
募
集

採
用
予
定
者

　

若
干
名

受
付
期
間

　

平
成
十
八
年
九
月
末
日
迄

願
書
提
出
先

　

宇
都
宮
市
平
出
工
業
団
地
５
番
８

　

酪
農
と
ち
ぎ
農
業
協
同
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　

総
務
部
総
務
課

　

そ
の
他
詳
細
は
左
記
の
当
組
合
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
よ
り
「
組
合
情
報
」
→
「
採

用
情
報
」
を
御
参
照
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.rakunoutochigi.com

/

        
 
 
                   
 

お
問
合
せ

　

℡
０
２
８
　｜
 

６
６
０
　｜
 

２
２
１
１

　

総
務
部
総
務
課
課
長　

増
子
剛
康

右上：牛乳ようかん　左：ミルクくずもち　右下：三色ゼリー


